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推薦理由： 
 本論文で著者らは, 先行研究で珪線石－ムライト2相間が低圧で全率固溶体を形成しうるとする
根拠となった試料，すなわち浅間山の泥質ゼノリス中に産する珪線石とムライトの中間組成を持つ
繊維状鉱物に対して，TEM/STEM-EDSを用いた詳細な組織観察と正確な相同定を行った。その結果，
特徴的なガラス包有物を含むムライトの周囲を，反位相境界が多数発達する珪線石が取り囲むサブ
ミクロンスケールのコア・リム構造を見出した。この構造では，ムライトと珪線石は同じ結晶軸方
位をもち，境界はコヒーレントであるため，従来の観察手法では各相の同定が困難であったと考え
られる。著者らは最新のTEM/STEM-EDSを用いた詳細な観察に基づき，ムライトが1000 ℃以上の
高温下での珪線石の不調和溶融でSiに富むメルトとともに形成され，その後の1000 ℃程度への冷
却過程でムライトの外周部がメルトと逆反応を起こして，反位相境界が多数発達する珪線石が形成
されたことを明らかにした。これにより，3:2ムライト（3Al2O3・2SiO2）と珪線石の2相間に不混和
領域が存在することを実証的に示し，2相間が低圧で全率固溶体であるという考えを否定した。優
れた組織観察に基づく本研究の結果は，先行研究で挙げられた両相間の不混和領域に関する疑問を
解決した。また観察された組織に基づく生成条件の考察は興味深く，鉱物学的貢献のみならず，浅
間山のマグマ史の中における位置づけなど岩石学的な観点からも，今後の研究展開が期待される。
したがって，本論文は日本鉱物科学会論文賞候補として推薦するにふさわしいと考えられる。 
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